
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

便利な道具の使い方 

皆さんの家に「包丁」はありますか？ 

おそらく、どの家庭にもある「包丁」。わたしたちの生活になくてはならない道具です。でも、この便利でなくてはならない「包丁」ですが、使

い方を誤ると恐ろしい道具に変わります。どんな道具も正しく使えば、僕らの人生を豊かにしてくれる便利なものです。それは疑いよう

のない事実。でも、誤った使い方をすると必ず同じ結果をもたらすのです。それは「人を傷つける」という結果です。すべての道具は、

万能ではありません。だから、道具を使うときには、自分の使い方が「人を傷つける使い方になっていないかどうか」ということを常に考えなけ

ればなりません。大人が子供に無条件で「携帯電話」や「パソコン」を渡さないのも、包丁やナイフといったものを、小さい子供の手の届かな

いところに置いておくのも、そのことを知っているからです。 

聞くところによると、皆さんの多くがスマートフォンや携帯を所持しているようです。多くの大人もスマートフォン

を持っていますが、これはとっても便利な道具だからです。でも、使い方を誤れば・・・人を傷つけるという結果を

もたらします。大人だって同じです。 

皆さんの使い方は大丈夫ですか？ 

今、「人を傷つける」使い方をする可能性のある人は、使うべきではありません。「包丁」を使い始めたときの

ように、しっかりとおうちの方に使い方を教わって、「もう、あなたは使っても大丈夫」とお墨付きをもらってから使

い始めましょう。また、使い始めても「家庭でのルール」をしっかりとつくり、守るべきです。まだ中学生は、ルール

なしで使いこなし、自分の人生をよりよくする、自分を成長させられるだけの力がないように思うからです。 

焦って使い始める必要もありません。中学生の間は、スマートフォン以外に向き合うべきものがある

はずです。 

毎年のように、全国的に中学生のスマートフォン、SNS のトラブルの報告が多数あります。残念ですが、本校も例外ではありません。 

誰一人、悲しい思いやつらい思いをする人が出ないことを願っています。 

（文責：第一学年主任） 

 

学年目標をみんなで考え中 

プロジェクト・リーダーズを中心に頑張っています。フレーズの中に、みんなの思いがいっぱい詰まっ

た目標ができることを楽しみにしています(^o^) 

福井市足羽第一中学校 第１学年 学年だより 

道具を「使う」ということ 

道具は正しく使ってこそ道具。 

間違うと凶器になる。 

小野田寛郎／陸軍軍人 

６ 
陽はまた 

昇る 令和７年４月２５日（金） 
第 

号 

 ― 夢・感動・未来を創造する ― 

◼ ご意見・ご感想を 

お待ちしています。 

 右 QR コード（アドレス）から、

ご記入いただけると幸いです。 
https://forms.office.com/r/fG1HabjJDE 

◆ 学校ホームページ 

お子様の学校での様子を、学校日誌（Instagram）で紹介したり、行事

予定表を掲載したりしています。ぜひ、ご覧ください。 

【本校 HP】https://www.fukui-city.ed.jp/asuichi-j/ 
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